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第27巻

翻訳Friedrich Wi1he1m Graf著：［エルンスト・
トレルチの］神学得業士取得と教授資格取得について

       オ高 野 晃 兆

 Ubersetzun9
”Licentiatus

von Friedrich Wilhe1m Graf’
theo1ogiae und Habi1itation ”

Temyos11i     一丁＾匝＾NO

 《1O人の私議師のうち，ここゲッティンゲンではお

よそ1人が順調に成長する，そして私はこのように高い

確率でまったく希望のない状況となる人生航路を知ら

ない．》ゲッティンゲンの考古学者 Car1Otfried

HO11er t｝は1830年に彼の弟にこのように私議師の大

学での身分の辛苦をのべ，弟を《この本当に陰険な経

歴》 2〕をあきらめさせようとしている．ほほ50年後，

1889年聖ミカエル大天使の目 （9月29日），エルンス

ト’トレルチはミュンヘンから彼にとって精神史的

i皿te11出m1geSC止iC趾1iCh に特に重婁な研究場所ケ

ッテインケンヘ帰って行った時，私記師の社会的状況

は依然としてかわっていなかった．ハノーヴァ教会の

会員のためにとっておかれた神学関係の学校の監督官

のポストを度外視すれば3，，助手のポスト或いはそれ

に比較されうるようなポストは知られていなかった．

学位を獲得するための奨学金は非常にすくなかったの

で，学位を得ようとする者は自分の財産があるいは家

族の支援に頼らなければならなかった．次に学位が獲

得され・そしてっいに議簑をする資格が与えられたと

き，若い学者のおかれている状況は「社会的舞台装置

［社会的地位］と経済的現実性」4〕が既に以前よりも

強く分裂しているという意味でのみ違った状況になっ

ていた．「博士の学位に列することによって」彼は片

や帝国の階級社会の「社会的威信の尺度」では高い地

位にあったが5〕，他方彼の教師としての活助によって

は生活を維持する費用を稼ぐことはできなかった．講

義料は非常にすくなかったので，生活を維持すること

はできなかった6，．だから自分の竈義をできる私議師

が経済的には自立どころではないとみなされていた．

学位取得の準備をするために奨学金が与えられるよう

にという父の申請がプロイセンの文部省によって拒否

されてのち・例えば皿emam G㎜止。1は教授資格取得

1993年4月9日受理

‡’般教養科（D6part口㎝t of Libera1＾rts）

の後，1889年4月1日から2年間，年1200マルクの国家の

奨学金をもらった7）．それは当時の結婚している商店

従業員の平均収入一一一それ自体が《必ずしもじゅう

ぷんではなかった》8）一一一よりも低かった．補助教

員が1800マルクの初任給をもらってお’り，9｝学位取得

に高い費用がかかっていることを考慮に入れると一一

一神学得業上の取得にゲッティンゲンでは225マルクか

かる．これに教授資格取得に22，50マルクかかったユ。…

一一一 CH．H．Ri8h1が市民社会の分析の中で私記師を

《精神活動のプロレタリアート》に数えた川理由が

理解される．《大学の社会史》についての比較的最近

の，特にゲ・ソティンゲンに関係づけられた研究におい

て《無給私記師の悲哀》について語られている12〕．ト

レルチが回国において説教者ゼミナールから《再びケ

ッテインケンヘ行く》13〕ことに対する融機として挙

げている《さまたげられえない学問的情熱の憧憬と本

能》を彼はミュンヘンにおいてはっきりと感じた．定

収入のある説教者インターン生として比岐的保証され

た社会的地位から経済的にみれば改めての依存一一一

恐らく両親の家への一一一をひたすら意味するアカデ

ミ・ソクな世界への後退を意味したω．ここでは世いせ

い思考活助に関しての独立性S61bs腕di銚8itしか存

在しない．しかしかかる［経済的には両親に依存した］

自立＾皿to口㎝ieは《大胆な試み一一一アカデミ・ソク活

動への試みはそういったものである一一一》㈹をむ

つかしくする．《郷里の領邦教会を後帽にしたいとい

う》16，トレルチの気持には《アカデミックな経歴》

の社会的現実性が反映している．つまりアカデミ・ソク

な経歴は今日この言葉で連想さ机るものとはほと遠い

ものであった．

 1．誰かがアカデミックな資格を取るという《リス

ク》川を決心したとき，彼は一連の困難に直面する

のである．《その際第1の困難性は教職こ必要な能力を

身につけることを許可する学部をみつける困難性であ

った》㈹．確．B㎝S30tの死に直面して書かれたトレル

チの思い出によれば，2人の友人はこの困陸性に直面し
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だ．《われわれは大学教授の資格を得たい．その時，

そうこうする間に大学教授資格を与えられたJoha㎜es

W6iBの他にもう2人の志願者が居た．冊11ia皿附。deと

＾ユfred Rah1fsであった…》ゲッティンゲンの《学部

がこの殺到を喜べなかった》ユ9｝のは，何らかの神学的

或いは個人的動機の前にまず第1にかくも多くの志願者

に同時に教授資格取得のチャンスを与えることはこれ

までの学部の伝統に反するからであった．なるほど

《会計年度1889－90に対してGoo㎎一＾㎎usts一脆iΨer－

Si制の年代記》には《法学部と神学部における私議師

の数の著しい減少》が嘆かれている20，．しかしこのこ

とは主として法学部に関係した．なんとなればゲッテ

ィンゲンにおいては《昔から私議師養成コースは栄え

ていた》けれども，神学者の場合には《2入以上の得業

上が教授資格を与えられることはめったになかったの

で，何年にもわたって学部は神学の私議師を欠いてい

た》21jということカiあてはまった．1888年5月12日

』Oham8S・他iOが 《新約の釈義》で教授資格を獲得し

22〕，そして1学期遅れて，6mke1も私議師となったあと

では23〕，学部も後継者養成の促進という正常な状況を

ふたたび取り戻した．

 O㎜上61は且889／90の冬学期に一一一Bemhar“eiBと

Friedrich A1thoffの勧告にしたがって，その動機は

まだじゅうぶんには解明されていない24〕一一一八レ

ヘ教授資格を取り直しに［G㎜k61はゲッティンゲンで

は新約の教授資格をとり，ハレで旧約の教授資格をと

った］行かなければならなかったので，トレルチが学

部に教授資格取得に対する関心を申し出た時，私議師

は’oha㎜8s Hei日ただ1人であった．けれども彼らが

JOhameS日eiBの助教授への昇進を期待していた時で

さえも一一＾1brecht Ritsch1の義理の息子［Joba㎜es

Hei0のこと］が1890年6月2日に以前Bemhard D誠皿が占

めていた助教授になった25〕一一，学部を積成してい

る6人の教授は4人の着い神学者たちの志願によって小

さくない問題の前に自分たちが立たされているのを知

らなければならなかった．1876年教授団の肝入りで，

3つの補習教師のポストが神学寮監百官のポストに統合

されたのち，《1878年6月8日の規定において，2年間サ

ラリーをもらった監督官は・監督官の身分で・教授資

格を得ることができないと定められた．学部の記録に

従えば，講義を行う監督官は，寮入居者に対する彼の

関係によって，彼らから聴記生を取ることを，幾人か

の教授は恐れていた》2ω．しかし平均200から250人

27，の学生をかかえる学部において6人の教授団と2人の

助教授と4入の私議師で教育せよというのであろうか．

素描された伝統的な関係を背景にして，《古参の1入が

威嚇する〈小学部〉という言葉を口にしたということ

が非常によく理解される》28）．

 1889年の夏学期には新約学者』o止a㎜Tobias＾㎎ust

H1es1㎎er，《歴史神学》の教授Ju11us＾㎎uSt冊9㎝一

皿㎝n，組織家で旧約学者Hema㎜Schu1tz，教会史家

脆ma㎜Ee皿terと実践神学者rar1肋。keが学部の同僚

であった．Th80dor脆ri㎎は1889年3月20日に《宗教局

委員Dr．毘itsch1の死によって》《空席となった組織神

学部門の椅子》に《1889年6月17日の任命》によって招

隅されたので29，，彼は1889－90の冬学期にゲッティン

ゲンでの教職活動を開始した．興味ある時期に学部の

顔が変わったのはそのことによってのみではない．18

89年9月17日にHem㎜皿Reuterが死亡した時に，日㎎㎝一

皿a㎜のところで研究をし，そして《皿e皿terのもとで》

教授資格をとったP仙1Tschackertそ。｝が彼の後継者と

して招暗された．そして夏学期に教服活助を開始した．

休暇旅行中，1890年8月27日に《突然》31〕帆ge㎜a㎜が

死亡した．彼のポストを継ぐために1891年の裏学期に

Gott1ieb M汕a皿ae1B㎝日etschはゲッティンゲンに来

た一一一B㎝ss8t，Troe1tschと附。deはすでに大学教授

資格を与えられていた．

 これらの《年老いた人たち》のうち誰が〈若い人〉

の教授資格取得にさしあたって抵抗したかは現存の資

料からは解明されえない．B．皿uh皿が助教授に昇進さ世

られるのを見たいと学部の多数が思ったときに，《彼

らが神学における批判的要素の権利を完全に承認する

としても，彼らは神学部の現在の身分にあって，この

身分の強化を不必要とみなすだろうか》32〕ということ

をReut6rが工877年L．F，Scb0Gber1ei皿と共に指摘しては

いるが，H E㎝terが記録することに反対した   教

授たちが《突進》について1889年の夏学期に審議した

ときに一一一ということは本当らしくない．Eout8rは

口・ソツェ論文に対する好意的な評価を書いていた3ヨ｝．

牧師任用試験［第2次神学試験］を機縁に書かれた履歴

書において，ゲッティンゲンの勉学時代に皿itSCh1と並

んで旺㎝terについて言及している，《彼は，私が強い刺

激を受けたところの学問的研究と方法の標準的な槙龍

であった》．

 《RitSO止1は亡くなった．しかし我々が教授資格を得

ることが出来る様に努力してもらえる幾人かの友を我

々はまだ持っていた》34）．その際トレルチにとって決

定的な人はK町1Kmkeであった．ポンの教授団のアル

バムの申で，若い助教授［トレルチ］が，彼の《先生

匝mk8》に《励まされて》副牧師としての活助を断念し

た35〕，と報告している．1891年3月と1891年6月の間に

書かれた経歴において《更なる学問的活動への衝動》
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の現実化の《ために》，《上級宗教局によって》聞き

入れられた《ケッテインケンヘの2年の休暇》にっいて

のぺられている．《ゲッティンゲンでこそ私は教授資

格を得ることが出来るほどに本学の先生たちに知られ

ていた》．： 《特にこの場合私の助言者はProf．Er．

岨口。keであった》ヨω．これに対しては最終的に更に第

3の証拠がある．1891／92の冬学潮に起草された自伝に

おいて，トレルチは《個入的な素質によって更に神学

的な教授活動を示唆された》と報じている：《得業士

号の取得並びに事によっては教授資格取得が私に許さ

れるかどうかを，私の先生の皿皿Oke教授を通じて，私に

は唯一比較的なじみのあるゲ・ソティンゲンの学部に間

い合わせる決心をした．肯定的な答えをもらったので，

私はバイエルンの教会庁に2年間の休暇を願い出た》．

これはもちろん1つの過去の出来事の記述であって，し

たがってかかる記述は記録から再構成される行動の経

過とは合わない．何となれば《説教者インターン生エ

ルンスト・トレルチの得業士試験並びに教授資格取得

の認可串謂》は1889年1工月3日に由来するが，そのとき

トレルチはすでに休暇をもらっており，そしてゲッテ

ィンゲンに居た．引用された報告との矛盾は・トレル

チは領邦教会に休暇を願い出る前に，教授資格取得の

可能性についてK㎜keのところへ間い合わせた，という

ことから恐らく説明されうる．旺nokeがすでに1889年の

夏に当時の学部長H㎎6㎜am並びに他の教授達にトレル

チの願を非公式に知らせ，そしてゼミナール生［トレ

ルチ］をゲッティンケンヘ来るように励ましたかどう

かは証明されえない．けれども引用された報告は，ト

レルチは皿正Ok8の相応の保証なしにゲッティンケンヘ行

ったのではなかった一一一大学教授への道での最初の

試練がかたづけられた一一一，ということを示してい

る．

 トレルチは里nokeに彼の受講生のユ人としてのみなら

ず，とりわけゲッティンゲンの《学生組合ゲルマニア》

で知られていた．ところでこの学生組合は長い間《ゲ

ッティンゲンの学生の一種のエリートであった》ヨ7〕．

K皿。k6の伯父も彼の父もゲルマニアの6入の設立委員の

1人であった．Sch皿ed8皿stedtで1841年10月15目に生ま

れたK㎜ke38〕は・1863年から1865年までゲ・ソティンゲ

ンで学んだとき，学生組合の活動＾ktivaで重要な役割

を演じた．

 《脆rH皿。k8の人格は印象深く作用した．彼はゲル

マニアの活動的な会員として，理想的な上級生として

評価された，そしてOBになっても，長きにわたって落

ちつきと慎重さによって，またゲルマニアヘの愛着に

よって組合の〈忠実な友〉であった》とゲルマニアの

最初の史料編葉者Wi旦he1m B㎝ssetは報告しているヨ9）．

Bousset自身90年代には組合生活の中心人物となった

40）．1893年以後，《ゲルマニアにおいてこの重要なか

っ非常に刺激的な人が新しく目覚める生活へとしだい

に影響を及ぼし》始めたとき4t〕，ここで彼の《人格憧》

42〕の《印象》を通してHema㎜Schuster，冊1he1皿

Lueken43｝，Pau川em1e44｝並びに正nOkeの義理の息子

Hi1he1m Heit皿O11er州の様な人々を自分の周りに集め

た．ゲッティンゲンのゲルマニアとエアランゲンのウ

ッチンルディアは相互にいわゆる《客員関係》を維持

していたので州，BOuSsetとトレルチはゲッティンゲ

ンでの研究時代ゲルマニアの組合生活に参加すること

ができた．組合の史料編集者は2入の砒tenreutherは

《我々との密接な結びつきによって際だっていた》47）

と述べている．1886／87の冬学期について次のように言

われる：《飲み屋は活気があった，それはゲッティン

ゲンで学ぷutt6nreutherによっていた．その中にはト

レルチやBOuSSetの有名な仲間がいた．彼らの生き生き

とした関心の故に感謝される》州．この時期匝nOkeの

息子，ui1he1冊Knokeは学生組合の上級生で49〕，ゲル

マニアの活動を，即ち《皿nOkeの家族に対する関係》を

有て 50〕，皿nOk6は組合生活に関係しており，またあ

らゆる方法で着い人たちを援助したので51｝，Bousset

とトレルチは皿mkeに知られたのは，彼の講義に参加し

ていたからだけではない．Knokeの《Hoh㎝脆g6の家は

すべてのゲルマニアの人たちに開かれていた》52｝．

 更に，組合生活への参加は他のゲッティンゲンの神

学者とかなり親しくなるチャンスを提供した．ゲルマ

ニアの人たちはJoha㎜es皿eiBを《好ましい客として》

5ヨ〕歓迎したのみならず，A．刊iesi㎎erをも歓迎した．

彼は1876年ゲルマニアの創皿25年記念祭に名誉O B会

員の資格を与えられた．《いつも忠実なTbeodor脆一

ri㎎54〕》はゲルマニアの催物に参加した．《脆ri㎎は

報告している．とりわけ新進の私講師エルンスト・ト

レルチと冊1beh EO皿SSetが［脆ri㎎の講義を聞くため

に］座っている講義室へのドアのノブは彼にとっては

電気を帯びているかのように思われた55〕》．更に，ト

レルチはRitSC皿の後継者である脆ri㎎と私的な関係を

も持つようになった．脆ri皿9がそれ故トレルチの教授

資格取得を支える《学部における友人》に数えられ得

るかどうかは，今のところはまだ言われ得ない．けれ

どもトレルチはポン時代に手紙のやりとりをしていた

ことは確かである．《彼は生涯にわたってトレルチに

好意をよ世た…》5ω．

 Bouss6tはH．Sch阯tzと《個人的に近い関係にあり・

後になってもSchu1tzと結ばれていた》57〕、このこと
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はπi11i乱皿冊edeについては更に一層当てはまる．町．

附edeは1893年春にブレスラウに招噌された後に，《今

や彼の先生H．Sc止u1tzの娘E1isabGtb Schu1tEと結婚す

ることによって幸福な家庭をつくる》58，ことができた．

Schu1tzとトレルチの間の個人的な関係はまだはっきり

しないけれども，Schu1tzもトレルチの教授資格取得に

積極的な態度をとったことは確かである1トレルチに

よって提出された学位請求論文に対するSch皿1t2の所見

は，《トレルチ》がアカデミックなハードルを飛び越

えるのをSchu1tzが助けようとしていることを，［我々

に］はっきりと認識さ世る：《…神学と哲学的研究に

対する非常に明白な才能，つまり難しい諸現象を評価

するに当たっての正確さと鋭い洞察，入念さと方法的

な研究   それの成果は，この分野での私自身の研

究が私に判断を許すかぎり，内容的にも公算大と思わ

れる一一一は，それが仕える目的にとって完全に十分

であるのみならず，重要かつ困難な領域における我々

の教会の教えの源泉の認識に関して感謝さるべき促進

ででもある》59〕．

 B㎝ssetはトレルチや冊6deより5ヶ月前の1890年11月

29日に教授資格を獲得したが，トレルチの想いでによ

れば，BouSSetは教授資格の認可を得るにあたって，他

の2人よりももっと困難な状況に立たされていた・《つ

まりかかる困難な事ごとが燃えるB㎝SSetをくるしめ，

そして苦しい状況に置き続けた》60〕．このことは・あ

たかも彼の手続の開始の遅延にとって神学的或いは個

人的動機が決定的であるかのように，聞こえる、トレ

ルチの場合には同様な事は記録からは認識されえない．

〈若い人たち〉が教授資格を取得することに対する学

部内に存在する反対は専らその数に関係していたのか

或いはBo凹ssetの場合のみならず，トレルチや報redeに

関しても・神学政治的に動機づけられていたのかとい

う問題は残らざるを得ない．非制こ決定的な点におい

てトレルチの状祝は他の〈若い人たち〉とは遺ってい

るということが考慮されなければならない．《キリス

ト教の弁証論に対するロッツェの意義に関する思貸間

題》について論ずることによって彼はすでに学問的な

活動ができると証明されていた．

 2．学位取得と教授資格取得の手続は，19世紀のゲ

ッティンゲンの神学部では固有の学位取得の秩序一一

かかる秩序を設けることは今世紀の初めになってよう

やく学部に対して要求された。l，一一に基づいて行われ

たのではな＜て，ゲッティンゲン大学の設立に際して

創られた1737年8月3目の》Statuta F一㎝1tatis f能力

に関する法規］i皿＾C地nia G60㎎ia＾㎎uSta《に従っ

て行われた．この法規は，私費の記簑をする権利に関

しては，《1831年3月28日付で4学部の私講師の認可に

ついて英王室とハノーファ家による大学管理機関によ

って公布された諸規約》62｝によって補充され，修正さ

れた．それ自身において矛盾から開放されていないこ

れら諸規約がはじめて   それらは《のちに教授資

格取得に関しては1833年10月7日と1835年1月23日と18

37年2月15日の大学一管理委員会一指令によって幾多の

変化と補充》を受けたが，《その主要な規定において

は》トレルチの時代にもなお効力を持っていた63L一

一人々が教授資格取得と論争なしに固有の適切な法に

よってもしくはお上の特別な扱いによって講義をする

ことができたという18世紀までの一般的な無秩序に終

止符を打った．

 片や，トレルチの学位取得と教授資格取得とは二つ

の分離された，法的に異なった行為と理解されうる．

他面，2つは時間的に互いに密接に結びついているので

1つの行為という印象が生まれる．《神学部の場合，通

例得業上の願い出と同時に私講師としての教授資格取

得が願い出られる．この場合1835年1月23目の大学一

管理委員会一指令によれば，公務のインターンのため

に定められた試験を秀で（皿t A皿s卿。bm㎎）合格し，

3年の得業士課程のうち少なくともすでに2年を終えて

いる者だけが認められた．1831年3月28日の規約の規則

に従えば，志願者は最初彼の企画に関して請願書を学

部に書かなければならない．この企画のなかで彼が講

義を持とうとしている専門が正確に表示されなければ

ならない…》舳．トレルチがケッテインケンヘ帰った

後すぐに学部に出した《申請書》ば《得業士試験と教

授資格取得の認可》に関係している．志願者は《学問

的な職務を果たす》ことによって《神学の学問的サイ

ドに対する特別な傾向》に応えようとしている．《私

に得業上の学位取得を認めて頂きたいという》最初の

《きわめて丁重な願い出》に教授資格取得の申請が続

く：《もし私がこの試験に合格すれば，私に教会史と

教義史の部門での教授資格取得を与えて下さるように

学部にお願いします．教会史と教義史から更に私は組

織神学に移っていきたいと思っています．この領域に

私の本来の意図が向けられているからです》65〕．神学

を特定のいくつかの分野に分かれていく学閥として自

己理解する事を顧慮して，より詳細な研究を必要とす

るところのこれまで一義的には規定されない就職から，

19世紀の独立の行為としての教授資格取得が満次樹度

化された後は，［神学全体を視界に入れる必要のある］

組織神学或いは実践神学の部門に対して直接教授資格

を取得する事はさしあたってはできなかった一一一

《志願者は，彼が特に語義したいと思っている学問分
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野を申し立てなければならない》舳ということが，例

えばゲ・ソティンゲンでは規約の決定的な新しいことの

1つであったけれども：《私費の講義をする資格（die

1i㏄皿tia privati皿 do㏄ndi）を得ようと志願するも

の一一一彼はすでに以前に神学博士になっていようが，

神学得業上になっていようが，或いは同時にこれらの

学位の一つの授与と1i㏄皿tia d㏄e皿di（請簑をする資

格）を得ようと志願していようが一一一は学部に対し

て彼の請願書において彼が講義したい神学の部門を串

レ立てなければならない．・彼の串謂が一般に許されう

ると宣せられる場合でも，1，学部に彼の能力と知識を

証明するラテン語の文章を提出しなければならない…》

67｝．

 志願者は19世紀までは一般に《神学》で教授資格を

取った後に，1807年にはじめて，皿．L．P1㎜ckの場合に，

彼の教授資格の内容として1つの特別な専門部門が，即

ち《新約の釈義》が申し立てられた．そしてそれ以来

受験者にたいていは特定の専門分野或いは特定の専門

の組み合わ世に対してだけ教授資格が与えられた㈹．

その際志願者には一般に〔神学の］中心とみなさ机る

部門即ち組織神学或いは実践神学の教授資格を願い出

ることは許されていなかった．学問としてのこれら

［組織神学或いは実践神学］の専門分野を代表するこ

とは，まず神学の他の分野で経験を積むことが条件と

されていた：《神学博士に対してだけ神学のあらゆる

部門に対して私費の ［授業料で］議簑をする権利

（1i㏄皿ti8 privati皿 d㏄㎝di）が与えられるが，得

秦士には釈義的並びに歴史的神学に対してだけ私費の

請書をする橋利が与えられた．神学の正教授と助教授

以外には神学部の特別な許可なしには私議師は組制神

学や実践神学を講義することはできなかった．この許

可は私議師には，特別な理由から例外が大学の管理職

関によって与えられない限りは，5年後になって与えら

れる．私議師はいずれにしても真っ先にこれらの分身

眠義的並びに歴史的神学］で教授賞稻を取らなけれ

ばならない》．

 1912年まで効力を持っていた規約のこの5条は舳〕，

トレルチが彼の体系的関心にもかかわらず，この専門

分野の教授賞格取得は不可能であったが舳〕，彼は他

面すでに教授賞格申請警において後目体系家として議

場をしたいという興味を告白している理由を理解させ

る．1891／92年の冬学期に彼は次の様に報じている：

《私は教会史の分野で［学位を請求する］．というの

は私の本来の専門分野即ち組縦神学においては教授資

格取得は認められないのと，私は教義学の歴史のなか

に私の研究の最も近い分野を求めているからである．

つまりそのことによって私の教義学的研究の準備をし

ようと思っている》・このことは，トレルチの記義孝

することの許可（Venia18g㎝di）に関する他の内容的

な規定を度外視すれば・彼が自分白身を体系家として

理解していたことを証するのみならず，彼の学位請求

の解釈に重要なヒントを与える．つまりこの教簑史研

究は独自の体系的な立場の構築の機能として理解され

得る．

 学位請求論文という言葉でもって今日では一般にお

弟子さんにテーマを《与える》ところの《指導教授》

が連想される．このことは，前世紀においては研究の

テーマの確定は得業士試験の認可に関してははっきり

と学部によって認可されえたというかぎりで，異なっ

ている．《ここで提出される研究のテーマとして私は

学部の認可があれば』oham Gerh趾dによって便用され

た哲学とその由来を選びたい》’69〕．ここでは腕1a皿一

。hth㎝については論じられていないし，このテーマに

関わるようにさせたゲッティンゲンの学部の構成員の

名前があげられているわけではない．今日の《指導教

授》はまだ存在しなかったので，このテーマ選択の起

源と仲介は場合によっては他の方向に求められなけれ

ばならない．

 1891年のトレルチの履歴書に従えば，1889年11月14

日に行われた《得莱士の学位取得と教授資格取得の認

可》の後，《最初の2学期をこの目的のために必要な学

位論文一一この学位論文として私はJob㎜皿GOrhardと

He1a口。hth㎝における理性と啓示の関係をテーマに選ん

だ一一の仕上げに費やし》，《第3番目の学期》即ち

1890／91の冬学期を《口述試験の準備》に費やした．こ

れら2つの《目的》のうちのいずれに脆1ancht㎝研究は

役に立つことになっていたのかはこの表現ではわから

ないけれども，トレルチはH61a皿C趾㎝研究を神学得業

上の学位獲得のために学部に提出したことは疑われ得

ない．第2の報告を作成したP．TSch㏄k6rtは《得業上論

文》70〕という語を口にしている．彼の所見は，トレル

チは1891年の書に《I㎜㎎凹m1－Disse市ti㎝阯r

Er1a㎎㎜9 der Li㏄皿tiate皿舳rde》として印刷され

たあの短いテキストだけを提出したのではないという

ことを証している刊，．Textと文章からみるとこの論文

はV㎜d8皿b㏄ck＆R岬mc趾で出版されたメランヒトン

の書物の1－46買と同じである．学位取得のための版

（DiSSert砒io皿SdmCk〕のタイトルの裏買に次の算え

警きが見られる：《完全な作品は同時にV8r1㎎ Vo皿

▼㎜他nhoeC止＆認印reC肌 i皿 G6tti㎎enで出版され

る》．書物と並んで学位取得のための専用の服もつく

られるが，しかしこれはせいぜい実際のところ警物の
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46貫で終わっているということが，受験者は口述試験

の後《学部に承認されるために提出されなければなら

ない論題》と並んで彼の学位論文を《印刷》に付され

なければならなかった   さもなけれほ論争が行わ

れえなかったから72〕一一一ということから説明される．

 He1㎜C趾hO皿の書物は得業上諭文の手を加えられた版

であるけれども，トレルチは1891年7月2日に，つまり

彼がこの書物の1部をミュンヘンの上級宗教局へ送った

ときに，この書物を彼の《教授資格取得のための論文》

73〕と呼んでいる．1831年の教授資格取得に関する定款

に従えば，受験者は議書をすることの許可 （Ue皿ia

I6g㎝di）のために《彼の能力と知識を証明する完成原

稿を提出》しなければならなかった、この原稿は《い

ずれにしても博士の学位が与えられるのとは遣った原

稿てなければならない》74〕．けれども，この《教投資

格取得のための，規約によって要求された…第2のラテ

ン語の完成原積は学位取得と教授賞格取得力｛同時に申

請される場合の1837年2月15目の大学理事会の命令によ

って廃止された》75〕．このことが，トレルチが学位論

文を教授資格取得論文とも呼ぶことができた理由を理

解さ世る．

 神学得業上の学位取得と教授資格取得とが本来組み

合わされていたのは学問的研究に関してだけではない．

1890年1月31日の《肩書》においてトレルチはまず第1

に学部が《得業上の学位を取得することを私に認めた》

ということを学部に想いださせている．そして次に，

《学部が私のためにこの目的に必要な議文をラテン語

の代わりにドイツ語で響くこと並びに裏憶によっては

教授資格取得のための論争を同じくドイツ語でするこ

とを許可されるように当局より許可を得てほしい》7ω

と学部に《丁亘に》国い出ている．ここではトレルチ

は得業士試験の終わりに依存しているようにみえる論

争を教授賞格取得の手ほの一部と理解している．学部

の《定款》によれば論争即ち論題の弁論も得業士取得

に貢献している，そして学位取得の手順のクライマッ

クスなのである77〕．従ってトレルチは1891年の履歴書

において彼が《論題》について論争した日を学位授与

の日と呼んでいる，つまり《説教者インターン生E．

トレルチは論題を神学部の許可を得て0eOrg一＾㎎皿St－

u口w8rs1tatでの神学得業士取得の為に1891年2月14日

立躍日11時分閑〔論争］の場で守るであろう》．1831

年の教授資格取得の定款も，この定款が請書をするこ

との許可（ve皿ia1oge皿di）の投与を，候補者はすでに

《正当に公にされた教える人》 （doctor1egiti皿e

pr㎝Ot皿S）てなければならない，《それ故に論文を書

いていなけれぱならないし，又公開の場で論争をして

いなければならない》78〕ということに依存さ世でいる

かぎりで，学位授与の行為に属する論争から出発する．

けれどもここで次に，きわめて矛盾しているが，§1に

おいても《教授資格取得は，その独立した性格にもか

かわらず，なお〈公開論争＞とも呼ばれている》，し

かし§4＾bs．3では《これまで通例の語義をする許可の

前の論争disPu舳io Pro fa㎝1tate1e9㎝diは将来の

ことには当てはまらない》79〕．法的に見れば，論題

の公開の場での弁議はそれ故学位投与の手続の最後の

行為である80〕．大学理事会へあてられた学部の文書に

はトレルチに対して《彼によってたてられ・そしてわ

れわれによって承認された論題についての》論文・口

頭試間《並びに2月14日に行われた公開論争に基づいて，

上述の日に学部の一致した決定によって，神学得業上

の学位が与えられた》と報じられている8i〕．このこと

にゲッティンゲンの大学年代記において肋keが残して

いる叙述が一致する82〕．

 3．二つの報告はトレルチがこのテーマを扱った歴

史的研究の強烈さを称えている．その所見が1890年11

月22日の目付になっているTscbakertにとっては著者は

《資料と文献の利用において本当の蜜蜂の樽な勤勉さ

を証明した》 ； 《誰によっても認められている》

《文献の利用における著者の勤勉さ》はしかし同時に

Tschakrtによって批判されている：《彼はしかしあま

りにもたくさんの資料を引用した……彼はかっまた資

料や参考文献の一部を引用するのに節度を保つことが

できないので，この研究は《第2部において不透明とな

った》83｝．これにSch1tzの判断が一致している．とい

うのはトレルチは第2部においては多数の個々の材料を

透明にし，そして効果的にするのに第1部においてほと

には成功していない》と彼は看えている．けれども彼

はトレルチの《非常に資貫すべき徹底性》を特に強調

している84〕．ここで考慮されなければならないことは，

トレルチは最初の許可申語後丁度1年たった目に，つま

り1890年11月3目に，ラテン語で書かれた履歴とその他

の文書を《先に》提出しておいて，論文を提出し85｝，

そして《神学部》に《得業上の学位を得るために指示

された試験と大学教授資格取得の許可》を求めている，

ということである．この神学の《学位論文》86〕と後

にV㎜d6nb06Ck＆E岬r㏄肌で公刊された書物とは部

分的にしか同一ではない．旺皿。kGは学部長として1891年

7月23日に大学の理事にトレルチの《学位論文》につい

て，この論文は《まもなく拡大された形で書物として》

出版された87〕，と報告した．トレルチによって提出さ

れた手書きの論文は学部の文書のなかにはもはや見い

だされないので，この拡大の内容的な傾向は決められ
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第27巻
翻訳Friedrich Wi1helm Graf著：［エルンスト・トレルチの］
神学得業士取得と教授資格取得について

得ない．公刊されたテキストからみれば，トレルチは

学位論文の加筆に際してTschackertの異議を参考にし

たという推測に対していくつかのことが賛成する．Ts

chack6rtは特に 《この論文の第1部》を誉めた．つま

り第1部は 《それ自体完結しており，そしてあらゆる

点で満足すべ琴得業土論文である》．それに反して

《第2部においては著者は理性という道具の使用皿sus

o㎎㎜i㎝s d8rV8mmftはそこに本質があるといわん

ぱかりに詳細に説明しており》，第1部に比べてずっと

うまく行っていないと特徴づけている： 《叙述の冗漫

さとすでに第1部においてすでにとりあげられた思考の

材料のひんぱんなくりかえしに際して私は退屈の感情

をこらえることはできなっかた．著者のためにわれわ

れはこの論文のこの部分は印刷されないことをひたす

ら願っている．それに対して先行する第1部は著者を専

門仲間に推薦するにふさわしい》．《著者は多くの引

用された参考資料を（1）注に入れる，そして（2）短く

する，というTsc止ackertの願いをトレルチは受け入れ

た一一一このことはこの書物の注の機能にとって問題

なくはなかった一一一のち，彼は彼の論文の2つの部分

を公刊した．

 所見を述べた2入は《この論文》の方法的な特殊性を

その都度前面へ押し出している．Tschackertがこの研

究は 《文化史的バラスト［無用の長物］を背負い込み

すぎている》 と批判的に書き留めているところで，

Sch皿1tz一一一彼の報告はTsch㏄k帥tにすでに提出され

ていた一一一は逆に《1部あまり一般的でない，そして

プロテスタント神学においてはほとんと触れられてい

ない対象》に言及し，その際《イエズス会のスコラ学》

と並んで《［中世の］学芸（文法・修辞学・弁証法・

算数・幾何・天文学・音楽からなる）学部の活動》と

《神学授業の方法》を挙げている．これらが《注意深

く，くいいるように，全体として独立的に探求されて

いる》．神学の学科としての特殊な自己理解という科

学的有機的もしくは制度的仲介性が考慮されると，著

いトレルチの歴史理解の特有の基本傾向が認められう

るであろう．1．9世紀の神学史に対する研究との関連に

おいて，彼は1895年7月23目Bussetに次の手紙を書いて

いる．私は《目下最も新しい神学を研究している・し

かも私なりの方法で．つまり文献分析の総まとめとし

てではなくて，教会史的並びに文化史的に》86，．思考

の1つの立場を文化的もしくは社会的分脈から解明する

ことによっ一で，神学の思考の歴史の伝続的な傾向から

区別されるところの固有の方法によって《神学の歴史》

を再構成するというこの自己理解はすでにトレルチの

学位論文において反映されている．それ故彼の学位論

文はその限りで，後の大いなる社会学的並びに文化史

的研究はマックス・ウェーバーや彼のサークルとの交

わりからだけでは十分には理解されえないということ

を証している．神学と宗教の社会的制約への洞察にト

レルチはハイデルベルクにおいてはじめて達したので

はなかった．トレルチが彼の学位論文によって受けた

大いなる反響89〕は，むしろ彼がすでに《処女作》90｝

において古プロテスタント神学の歴史への方法論的に

オリジナルな道をきりひらいたということから説明さ

れる．それ故《生涯にわたっての研究活動をかえりみ

るときにすでに彼の神学的一哲学的問題提起を認識さ

せる》9工〕学位論文に，トレルチの神学を全体的に解釈

する場合に，これまでよりもずっと大きい地位が与え

られなければならない．

 象敏的意義に対する彼の有名な主著において後に宗

教改革に対するトレルチの見解と対決したTschackert

日2〕もトレルチのために方法的な独自性を証明し，そし

て《トレルチ氏の業績を判定するにあたって私は彼の

研究の方法を厳格に学問的な方法と認め，彼によって

とられた研究の道を正しいとみなしていること》を述

べている．この道の独自性を，トレルチは《メランヒ

トンからゲルハルトに進まず，ゲルハルトからメラン

ヒトンヘ帰っていった》という点にTsch乱kertは見てい

る．《トレルチ氏の神学の形成は…このことは研究の

性格のうちにあるのであるが，本質的に報告と批判の

形式のうちに》みられるが，Tsch㏄kortは《比較的独

立した》《批判》と《たくさんの》《固有の思考生産

への手始め》をほめている．この手始めのうち《最も

興味あるものは注において》みられる．《このことを

詳しく論ずることが可能であれば，我々はプロテスタ

ント神学の歴史の我々の認識の喜ばしき長官化を期待

することができるのだが．もし著者が教理の事柄にお

いて〈ルターへのメランヒトンの遡及効果〉に我々の

目をむけさせるならば・何と大きな課題が暗示される

ことカ、》93〕．

 しかしこれは特定の伝統の形成をその発生からでは

なくて，その結果の観点においてテーマ化するという

トレルチのとって固有の逆推論のやり方というもう一

つの表現なのである．この点にH．Gmk81，π．B㎝SSetと

＾Rah1fSの学位論文への近さ   更なる分析を必要

とする一一一が見られる．つまり彼らの《伝承史的方

法》舳がトレルチの場合にも見いだされる．ここにお

いてもそこにおいても，伝承されたものの受容によっ

て積成されたとして理解されうる歴史的な姿の結果か

らの伝承の過程の再構成が問題なのである．

 4．論文の提出後わずか3週間で評価が下された後，
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皿趾1旺mkeは学部長として1891年1月14日にトレルチに

《試験へ呼出》を伝えた．この試験は1則旧に岨舳一

be㎎er Chaussee9のKm丘eの住居で行われた．当時の

学部の正教授全員が参加したこの口述試験については
学部の記馴こ正口。k8によって正睦に作成された調書が存

在する．この調書は試験の期問を知らせるのみならず

一一一
s4－7時の時間帯に》試験が行われた一一一，こ

の口述の得業士試験は同時にまたすでに教授資格取得

にも関係づけられていたということを証している。

旺mkeはこの試験を》E肥阯en町。1ic．舳。o1．8t fac．

［u1taS］18g．［e皿ω《［得業上と記簑をすることの

許可のための試験］と呼んでいる．《教会史並びに教

義史》においてはTschackertは《同時代並びに以前の

教義史の問題を顧慮してのメランヒトンの位置につい

て；シンクレティズムとアレクサンドリアの教父につ

いて》試験をした．その際この受噴生は《最高優等》

を獲得した   彼削．Sc㎞1t一の組織学においては

《体系的な原理説とさまざまな側面から提起された宗

教的語概念，並びに教義学と倫理学，最後に法，義務

と決疑論について（第2優等）》質問されたけれども，

Schu1tzの組織学においては上記のような成績をとった

ことがなかった．この《受験生は彼の非常にすぐれた

論文を提出したことによって》《成績として》《最高

優等という責辞》をもらったので95，，学位授与の手続

がすみやかに行われた．既に1月11目に学部長は学部の

掲示板にトレルチの学位侵与の論題を掲示させ，そし

て学生たちを論争に招待した．論争が学位授与手続の

クライマ・ソクスなのである．何となればここで受験生

は学位授与に関する最終的な仕裏をするだけではない・

論争の後，学部長によって学位授与が成就されたと宣

告される．今日と違って，学位投与はそれ故学部の聴

衆の前で，即ち教授，学生並びに他の参加者の前で，

行われるという意味で公的な行為なのである．

 前世紀の最後の1／3の鰯悶におけるゲッティンゲンの

神学の学位論文の公開論争の性質と経緯については，

かかる公開論争の記録もしくはかかる報告がこれまで

存在しないので，正確なことは多くは語られえない．

学位授与式は1881年まで《犬認堂の控えの間》で，

《いわゆる学位授与ホール》96，で行われた後，学部長

が犬講堂へ招待した．このことは学期の初め或いは終

わりに土曜日の午前11時に行われる《集会》97，に参加

する学生の徴が増えたということを推測させる一はれ

ともこの行為の公団性は学生の出席によってのみ保証

されたのではない．むしろ一設市民，例えば候補者の

友人や親類も参加できた．例えばjob巳㎜eS脆1Bの公開

論争には彼の父と彼の母も参加した96〕．

大阪府立高專研究紀要

 1737年の神学部の定款においては，他の学部の規定

に似せて，公開論争と学位授与の厳カ峨宣言   こ

れにはたいてい学位視賀宴Doktorsch皿a皿Sが続く一一⊥

の間にははっきりと区別がなされている99，．けれども

大学の理事者への旺皿。keの報告からトレルチの時代には

2つは1つの行為において完成されだということが読み．

とられうる。これに相応するのが1890．1．16に効力を発

した《ゲッティンゲン大学哲学学部の学位授与の暫定

的な手順》にみられる経過の記述である．：《学位授

与は志願者の申請に基づいて公的な行為において行わ

れうる．そしてこの公的な行為には学部長と審査員に

よって許可された公開論争の印刷された論題の掲示に

よって並びに添えられたいくっかの論点をつけての学

位論文のコピーの分配によって招待される．この行為

は志願者のラテン語による講演，志願者と彼によって

選ばれた2人の駁論者並びに自由に登場する駁論者との

ラテン語による論争，学部長の短いスピーチ，志願者

の口頭による勢い，駁論者による駁論の断念と学位授

与とから成り立っている》loω．1891年3月1目の正m－

koの報告からトレルチには公開論争に続いて《神学得

業上Li㏄nti8tuS舳e0109iaOのランクがつけられ，指

示された勢いが宣誓させられ，それに続いて学位が与

えられた》一一一規定に従えば《公開論争には誓約と

学位授与の宣言が続いている》100・

 片やトレルチと他方B㎝ssotとRaMfsとの間の論争に

いかに多くの学生が参加したかは確認されえない．す

でに学期の始めに，つまり1890年11月15日に，彼らは

Bo皿ss6tの駁論者としてのトレルチ並びにH、附edoを見

た．B㎝ssetは1890年11月29目に試験記義を行った・ト

レルチの学位取得が完結して1週問後，即ち1891年2月

21目に附。deは《教授・神学得業上J．脆isと視学官H．

胞C㎞a㎜》の異議に対して彼のいくつかの論点102，を

弁護しなければならなかった．再度一週問後，つまり

2月28目に，ゲッティンゲンの神学学徒に，改めて学都

の〈若い人たち＞の公的な自己陳述に列席するチャン

スが与えられた．2月28日にトレルチは《集まった学部

の人たちの前で，また多数の学生たちの前で〈弁証学

の義認論〉について試験講義》を行い，しかも《学部

の人たちを十分に清足させることができた》103〕．ト

レルチの1週間後，つまり，3月7日，耐ed8が試験講義

の順番に当たったi04〕．

 2月18日に書かれた《試験講義のための’つのテーマ

の許可の申請》において，トレルチは3つの薬を提出し

た：《1．弁証字の義認調について，2・ルター派の

学者のなかでのC己1iれの位置について，3．古プロテ

スタントの教養学におけるプロレゴメナの発展につい
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第27巻 翻訳Friedrich Wi1he1m Graf著＝［エルンスト・トレルチのコ
神学得業士取得と教授資格取得にっいて

て》．3つの案はすべてメランヒトン研究にテーマ釣に

非常に近い．《第1に挙げられた［テーマ］を許してほ

しいというトレルチの願いを学部が受け入れだという

のは好意の印であったかどうかについては何も言われ

えない》．

 2月28日の試験講義の原稿は存在しない．その限りで

最初にあげられたテーマの選択が弁証学の解釈をめぐ

っての当時の論争によってどの程度影響されたのかは

決定されえない．1884年Friedric血Loofsは》Theo1o－

gischen Studien md Kri上ike皿《において比較的長い

論文》Die Bedeut㎜g der Rechtfertigmgs1ehre der

＾Po1ogie肺rdieSymbo1ikderLutheriscbe“ir－

chen《を発表した105）．R1tsc阯との論争   この論

争はもちろん義認概念の倫理的解釈に関して原理的な

コンセンサスを前提にしている一一一において彼は弁

証学の義認論の伝統的・法廷的解釈を打ち砕き，そし

てここでは義認は，正罪人に］帰属するのではなくて，

罪人がキリストに帰属される正謝肌㏄htig正6itを頑慮

して義とされたと宣告される行為として理解されると

いうことを証明した．教授資格取得の時点でトレルチ

には知られていたこの論文106〕に対して1887年＾1bert

Eic趾。㎜は》丁止80109ische皿Studie皿㎜“ritik8n

《において発表された比較的長い論文》Di8E8Cht一

地rti9㎜9S1ebre der＾p0109ie《でもって反論した．

彼はこの論文を別の論文と’緒にハレの学部に教授資

格取得論文として提出した107，．EiC趾0㎜はLOOfSの

《詳論》からでは弁証学の《正しい理解》は得られな

いと主張する．このことはなるほと《彼はRitSCh1の論

の立て方と議論することに特に努力した》というとこ

ろへっれもとされうる一08二．《Loofsと対立している》

ユ09〕彼自身の解釈はLoofsの注意深いリッチェル批判を

無効と宣言世ず，「弁証学の建設のために簑認の意味

が義認そのものから肥えられず・肌㎝iSSio［約東］の

文脈から解釈されうる．これは《義認論をはじめて理

解させる決定的な思想である》”o，」というテーゼに

までLoOfSのリッツェル批判を徹底化させる．EiCh－

hOmの論文もトレルチによってメランヒトンの書物に

おいて引用されている1川．トレルチが彼の試験講義

のために同じテーマを選んでいるということはそのか

ぎりで偶然ではないであろう一．学期のはじめにHi1－

be1阯B㎝SSetは彼の学位論文の討論会において《メラ

ンヒトンが弁証学においてj皿Stifi㎝m工義とする］一

一一 且Mst㎜effi㏄re［正義を証明する］とjust㎜

以㎝mtiar8［正義を宣告する］との間に設けた区別は

カトリックの教義学のgrat1a町1固a㎜d s㏄㎜d己［第

1と第2の恩恵］というシェーマーによってひきおこさ

れた．》t川というテーゼを代表した．このことは

《罪の許しの意識即ち信仰の授与によって予定説的に

義となしていく（pradestinatio皿isc止8Gerec趾皿a－

chmg）というカトリックの成義諭（＾stifications－

1ebre）に形式的に類似した体系として弁証学の体系を

描く》というLoofsの立場に一致する一一一トレルチの

特徴をLoofsの立場から引用するために1川．トレルチ

は腕uSSetの場合に反対者として参加したので，内容的

にはもはや再構成されえないけれども，［juStifiCa－

m－just㎜efficereとjustum pr㎝u皿tiareの間の］1

つの連関を信じないことはむつかしい．

 19世紀の最初の1／3世紀において独自の教授資格取得

の手順の形成に際して，教授資格取得の手順への許可

と講義をする許可の授与についてひとり決定を下すこ

とが学部の特別な努力であった．けれども，大学に対

する，特に政治的に危険として判断される大学の後継

者に対してコントロールを行うことができるという政

府の政治的関心が，カールスバートの決定の結果，講

義をする許可を与える権利はそれぞれの大学の政府か

ら派遣された全権使節に委譲されるという結論をもた

らした．《私講師制度を手中にする》114〕という《政

府の意図》を明らかに示している1831年のゲッティン

ゲンの《規程》において学部にはそれ故私記師の《暫

定的な許可》の権利しか与えられなかった．トレルチ

の試験講義の次の日に学部は大学の理事E㎜Sい㎝

Ho1帥に《神学得業上E．トレルチに請簑をすることの許

可を与える》l15〕ことを学部の《全員一致の》決定と

して報告している．この［2年間という］時間的な制約

は若い私語師に対する学部側のありうる不信の表現と

して理解されてはならない．むしろこの時間的な制約

は，《決定的な許可》は1－2年の試用期問の後にはじ

めてそして更に《大学の理事会の許可》li5〕でもって

与えられるという政治的に動機づけられた法的規定に

相応する．私議師の2年間の保護観察の後歴史的並びに

釈義的神学に対する決定的な許可を求めての大学理事

会への申請が行われうる．組織的並びに実践的神学に

対してはこの申請は5年後にはじめて許されうる》ユ川．

1891年夏学期にすでにトレルチは獲得された権利を行

使し，そして《古プロテスタントの教義学》について請

簑を行った．その代償として彼に帰属する蚊入では彼

は生活できなかった．だから彼は私議師奨学金を申請

した．彼のこれに関する大学の理事への申請は学部に

よって支持された．《ついこの間［トレルチの］この

議書に出席した学部長によってわれわれに示されるよ

うに，トレルチは授業においてもよく整理された知識

を披蟹する，っまりかかる知識を明快にがつ新鮮に提
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示することができる．このことによって，彼が私記師

である期問・私議師奨学金を与えることによって・彼

の生活を楽にするだけの値打ちがあるとわれわれはみ

なし，そしてそれ故にかかる私議師奨学金を与えるこ

とに対して心からわれわれは推薦する．》ユi8）それに

もかかわらずトレルチは《使用できる資金が欠如して

いるときに》国家の扶助を享受することはなかった何

9〕．ポンの助教授への比較的はやい昇進はそのかぎり

で経済的独立への道での決定的な一歩を意味した．著

いゲッティンゲンの私記師は社会的な依存性と独立し

た学説のうちに含まれている自立性あ間の矛盾を非常

にはっきりと感じたように思われる．バーデンの上院

が1914年6月大学について話し合ったとき，ハイデルベ

ルク大学の代表者は《学位授与》の手数料から教授に

はいってくる金銭は教授の全《職務上の収入》のどの

くらいの部分を占めるのかユ20〕について話さなければ

ならなかった．《所謂新しいそして近代的な大学の棚

積の問題》！川に関して改革を歓迎する！22〕のとは遣

ってトレルチはここで一つの改革を提案した．教授に

とっての《博士［という身分］のある糧の財政的重要

性》は《以前の無邪気な時代にはハイデルベルクの法

学博士は真面日な学問とは折り合わない人気を享受す

る》ということであった．今やしかし，さしあ走って

《博士の手数料を自分の収入に数えなければならない

人》は国家によって補償されるのがしかるぺきであり，

従って学位授与からの収入は新しい目的のために使わ

れではどうか》とトレルチは述べている：《私個入は，

例えば博士の学位授与の手数料の1部によって私記師奨

学傘が創設されるとよいと思っている》123〕．その際

ハイデルベルク大学教授は明らかにゲッティンゲンの

時代を回想している：《私は例年間にもわたって極め

てっっましやかに生活した…》i24〕．

ユ．日．肋e1：Cata1o9山sProfessorm6otti㎎8皿sim

17341－1962，06tti㎎8日1962，Pb川r．68mdPh3Nr．

23．

2．C．O．凹O11er：Lebensbi1di－1Briefenans8i11e

E1tem，Ber1in1908，S．47，Vg1．H．肋e1：Zur嘔皿舳。k一

ユ皿㎎sges舳砒edesOOtti㎎e皿Privatdo呂e皿t㎝，i皿：

同じ人：脆皿。rabi1i田Gotti㎎o口sia．E1f St阯di8D

zurSoziaユ98scbic趾。de川niΨersitat，GOtti㎎㎝

1969，S．57－72，ここでは：S．57，㎜d＾．Busch：Di6

G8sc止ichtedesPrivatdozent㎝．Eines02io1ogische

St“di”㎜9ro日betriob1iche皿肋帥ick1山㎎der

de凹tSCh6n UniVGrSitat8n（：Gδttinger ＾I］halld1un96il

z皿rSozio1ogi8mter肋sch1uBihrerOr6皿zge一

biot6Bd．5），Stuttgart1959，S．46．

3．J．＾．報age皿。IaIm：DasTbeo1ogiscbeStift，i日：

Chr㎝i“orOeo㎎一ム㎎usts－Oni｝ersitatz“Ot一・

ti㎎enfOrdasRoch㎜㎎sjahr1889－90，MitR血。k－

b1ickoIl auf frObere 』ahrzohnte 1837－1890，GOt－

ti㎎㎝，1890，S33－34．

4．H．軸61［πieAnol．2］，S．57．

5．匝．Bδh皿e：Ei皿1oitlm9，ii1：＾ufrufou皿dR6den

deutsc五erProfessorenimErst㎝We1tkrie9，Stutt一

馳rt1975，S．3－34，ここでは：S．6－Zur sozia18皿

F㎜kti㎝des Dokto㎎rades バーデン大公の身分集会

の第46回州議会の第1委員会の第13回公開会議において

回、トレルチが行った演説をも参照：学位取得へと駆り

立てるのは《法律蒙の場合でももっと良いキャリアと

もっと良い婚約チャンス（陽気性）を考えてのことで

あるのみならず，銀行或いは会社でのもっと容易な就

職の可能性を考えているからである》．《このことが

博士の目的にかなった使用であるかどうかを私は研究

する必要はない．それは社会の責任であって，学位を

取る若い人たちの責任では無い．搏士はどんな場合で

もっくられなければならない．…》 （1913／14の第46回

州議会のバーデン大公の身分集会の第1委員会の審理，

記録ノートは一覧表と並んで公的な記録を含んでいる，

㎜eft156derga皿ze正Drucksac止en－Sa㎜1mgderEr－

st6“臣mer，皿ar1sruh91914，S．512f．）．

6．以下の書物を比較参照．G，RmE6：Die akade皿i－

scheLaufba㎞㎜dibreOko㎜皿isc出eRoge1㎜9．厄in

Horta口dieRegiermgmddi6Vo1ksvertret㎜9，
脆r1i皿1895，特にS．7ff．，S．27ff．；E．到。m：皿。11eg

u匝“㎝omr．Ein田6itragzmVerfass㎜9sgescbi曲一

toderde皿tsch㎝阯wsit自te皿，舳皿。hen1897，特に

S．121ff．，S．138ff．

7．H．K1－tt：Zus6iIieI’Theo1ogi8d6rRo1igio口s－

9eschichtemdzm肋tstehmgderfomgosc阯。趾一
1ichenH舳。do（一㎜L州丁100），GOtti㎎e皿1969，S．

16f．

8．旺．O1de口berg：Die丘eutigeLag6d8I’Co皿皿is

nachne皿erGrLiteratur，i皿：Schm11ers汕rbuch

fOr6es6tzgeb㎜9，Verπa1t㎜9㎜dVo1ks耐rtschaft

i皿D8山tsche皿Reiche16（工892），S，749－812；zit．

皿achde皿＾uSz㎎in：G．A．旺ittor㎜d』．旺㏄ka

（H9．）：D6utschoSozia1－9eschicht6．舳u㎜ente

㎜dSkizz㎝．BandII：1870－1914，脆皿。ho皿1974，S．

310－314，hier：S311．私講師は120㎝の奨学金では生

活できなかったということをプロイセンの文部省の大

学研究報告の当時の指導者についての伝記も証言して
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第27巻 翻訳Friedrich Wi1he1m Graf著：［エルンスト・トレルチのコ
神学得業士取得と教授資格取得について

いる：《＾1thoffは国家予算案において私講師と他の若

い，大学教師としての経歴にむいた学徒のための奨学

金の基金をみいだしている，しかしこの基金の場合に

個人の受領者の年額が150㎝arkに制限されている．若

い学徒を本当に援助するには最高額は彼にとってあま

りにも少なく思われた．すでに1884年に最高額は変え

られて600㎝arkに引き上げられたが，基金そのものは

特記すぺきほと上げられなかった．経済的に弱い者を

本当に助けるということが基金にとって重要なことで

あった…私議師基金は慢性的に疲弊していた》（ム．

S㏄hse：Fri6dricbA1thoffmdsein舳，1928，S．
212）．

9．Vg1．G．＾．RitterundJ．皿。oka，a．a，O．S．303ff．

1O．VgI、”ama工6PrOfeSsom皿Gotti㎎㎝Si㎜．Dritte

＾usgab6，66tti㎎㎝1902，S．8．学部長はこの手数料か

ら36受け取っている，《学部の同僚達が一様に147，75

舳受け取っている》 （9）．Vg1．O．＾．Ritter md J．

H㏄ka［口ie＾m．8］，S．341ff．

11．W．H，Rieh1：皿iebOrger1ichoGese11schaft，

Stuttgart md＾㎎sb皿㎎18553，S．305ff．私議師に関

するRieh1の描写は《古典的な叙述》とみなされる（ム．

Busch［耐e＾m．2］，S，42）．

12．H．肋e1［耐e＾㎜．2］，S．57；㎎1．H．H．Ri曲1，a1a．

O．S．334．

13．匝．Troe1tsch：Die》k1eimGδtti㎎erFa㎞1t自t

《v㎝1890，in1ChH34（1920），SP．282－283，hier：

Sp．282．

14．これに関してはこの書物60買以下のH．Drechse1の

寄稿Die Bezi8h㎜ge皿Tme1tschs zur bayerisch㎝

L㎜d8ski㏄heを参照．

15．E．Troe1tscb：BriefmdasOberkonsistori㎜

脆nche皿von28．6．1889，LM NOmberg．次のF．P乱皿1s㎝

の命題をも参照：《私議師の完全な自由，即ち徹底し

て非公式的な立場こそアカデミックな人生航路を最も

力のある，最も有能な，最も独立的な人物にとって魅

力あるものにするのに少なからず貢献している》

（Diede皿tschonuniv8rsi帖t㎝㎜“ioPriwtdo－

z舳8皿，in：pr8皿6isch6』舳舳。血6r83（』a㎜arbis

胴rz1896），S．121－144，止i町：S．136）．

16．E．Tme1tsc止，a．a．O．一ケッテインケンヘ行くに当

たって［退職せずに］休暇をもらって行っだというこ

とは彼に領邦教会の勤務に偏ってくる可能性を残しだ

ということがトレルチにとってとれほと大切であった

かをゲッティンゲン大学の年代記において彼の教授資

格取得に関して公にされた短い経歴も示している．こ

こではトレルチは《バイエルンのプロテスタントの領

邦教会へ帰るという条件付の叙任された牧師インター

ン生》として考えられている （C血ronik der Oeorg一

＾㎎usts一口皿iversit自tzu脆tti㎎enfOrdasR㏄トー

㎜㎎sja止r1890－91，GOtti㎎㎝1891，S，7）．

17．π．肋81［Hie＾㎜．2］，S．58．

18．恥d．

19．固．Troe1tsch［HieA㎜．13］，SP．282．

20．Chr㎝ikderG60r96一＾㎎usセs－universitat…

1889－90［Hie＾㎜．3］，S120．

21．Chr㎝ik…［日ie＾㎜．3］，S．22．

22．ChronikderGeor9一＾㎎usts一脆iversit自tzu

Gδtti㎎enfOrdasEtatsjah11888－89，G6tti㎎en

1889，S．5；vg1，W．肋e1［池＾㎜．1］，Th7Nr．73．

23．グンケルの試験講演は1888．10，16に行われた．

Vg1，Chronik…［耐e＾㎜．22］、，S．5．

24． 皿。皿r乱d von Raben巴u：He『皿aIln Gu皿ke1 auf rau－

benPfadeHacHa工16，i皿：EvTb30（1970），S．433

－444にみられるuatt［注7参照］の研究を超える証明

にもかかわらず，グンケルの学部の交換はまだ十分に

解明されていない．VgI．皿．P．腕11er：Hem㎜n Gmke1

（1862－1932），in：H．Greschat（田g．）：Theo1oge皿

desPmtesta皿tis㎜si皿19，md20．J砒rh㎜dert，Bd．

II，St皿ttgart1978，S．241－255，434f．，hier：S．242．

25．Chr㎝ik…1890－91［聰i6A㎜．16］，S．7；vg1．B．

H6iB：＾usn6mzigLeb㎝sjahr㎝1827－1918，hg．vo口

H．脆i日，Leipzi91927，S．202：《われわれのGuuichen

［＾ugusto陥iB，旧姓Ritsc上1，A．Eitsch1の娘］は，大

臣がDuh皿的なことの代わりに脆iB的なことを置くこと

を，願ったのはいわれなきことではない；ヨハネス

ーリッチュルの娘婿］に舳皿が退職するに当たって事

実上そのポストにまつわる仕事の管理が任された．そ

の後1年そこそこで私は彼に助教授の辞令を渡すことが

できた．このことは，彼が質い同僚達を持ったので，

完全に善しとされた．

26．J．脆yerlGoschic趾ed8rOOtti㎎ertheo1oまi－

Sc上6皿胸㎞1tat，i正：ZoitSchriftd肌OeSe11Scbaft

fOrniodgrsさ。hsisc万6nrche㎎eschic趾e42（1937）

S．7－107，hier：73f．

27．Chr㎝ik…1889－90［前8＾n皿．3］，S．135はゲッテ

ィンゲンの学生の統計を提供している，この統計は個

々の学部内での発展をはっきりと示している．1880／8

1の冬学期にはプロテスタントの神学生は151人しか入

学手続がなされていないが，1885年の夏学期にはじめ

て200人が超えられた．その時から1893年まで学生数は

いつも200と255の間を上下した．

28．E．Tme1セscHHie＾㎜．13］，Sp．282．一社会的な背
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景を知るために他の神学部の同じ比率を参照：ヘルリ

ンやハレでは1891／92の冬学期の終わりに14（！）もし

くは9入の正教授と助教授と並んでそのつど4入の私講

師がいた；他のドイツのプロテスタント神学の学部に

は私講師は1人もいないか或いぼ1～2人しかいなかった．

パーセント的にみると，ドイツ帝国においてはプロテ

スタントの神学部において《教員全体》のうち《任命

された教員》が87，33％，《私講師》は12，67％であっ

た．これはゲッティンゲンの比率からはっきりとずれ

ている比率である（vg1．R、旺凹㎞1a：Statistik der

Privatd㏄e日t8n㎜donde皿tscbe皿皿niversitate皿；

in：珊㏄hschu1－Hachric趾e皿．”㎝ats－0bersicht

Oberdasgesa㎜teH㏄止sc止u1冊s8ndesI皿一㎜d

＾皿s1㎜des，hg．ΨonP．v㎝Sa1visb6㎎，SS1891，S．11－

14）．

29．Chr㎝ik…1889－90［HieA㎜．3．］，S．17；脆ri㎎

の招鴨と＾．毘．Bied8r㎜㎜の認座から＾．皿itsc皿の講座へ

の転換の事情についての前史については以下を参照：

田．皿＾ri㎎：Tbeodor脆ri㎎1848－1928．Christmd

systenatiscberTheo1oge．Ei口Lebe皿s一㎜dZei伽1d，

Stuttgart1963，S．204ff．

30．0．N．B㎝耐sch：項目：Tscha砒ert，Pa回1，in：㎜3

Bd．XXIV（1913），S．585－588，bier：586．

31．皿．皿皿。ke〔』．胞9e㎜㎜日への追悼］，i皿：Chr㎝ik…

1890－g1［耐e＾㎜．16］，S．4；Ψ9I．皿．脆ri㎎［Hie

＾m，29］，S．207．

32．J．胸er［耐e＾㎜．26］，S．73．ここでは学部の内

部の関係については次の様に言われている： 《Ei－

tsc皿は精神的な交わりと相互理解によってSchu1t度と

最も深く結ばれていた．全体的な神学的態度において

Sch6b8r1i皿とR8山。rは近くはなかった．》

33．Vg1．H．皿。正z：服no㎜be㎞㎜tePreisarboit舳8r

Lotze，i皿di6sonB㎜doS．33ff．

34．匝．Troe1tsch：［iie＾m．13］，SP．282．

35．Vg1．Prome：S叩re皿inF㎝皿，indi8se皿胸nde

S．103ff．

30．E．Troo1tsc止：Lebe口s1auf（1891），in：LM

HOrnber9．

37．J．Schu1z：OeschichtederBursche口schaftOer一

皿aniai皿㈹tti㎎㎝舳re皿dder』舳m1871－1893，

N舳tro1it2i皿脆。k工8nbur91931，S．15．

38．【mkeの伝記についてはR冊m｛1912〕lSp．1546の

＾日draeの論文と且G62m（1929），SP．1106のBO1ckの論文

と並んでJl Sch凹12，巳．a．O．S．21を参照．

39．［冊11he1皿B㎝ss8t］：Oeschicht6derBur－

sch8nschoftG6川㎜iai皿60出㎎眺舳止ro口dd8r

erstenzH乱nzigJahrGi止resBestehens1851一王871．

Festschriftz㎜60．Stiftmgsfest，Dessau1911，S．

200．

40． H．Schuster  ：Geschichte der B凹rschenscbaft

Ger㎜niainGOtti㎎㎝，3．Tei1：V㎝Eintrittin

d㎝Scb冊arzb皿㎎bundbiszm50．Stift㎜gsfest

1892－901（Festschriftz㎜105．Stift㎜9sf8st），

Bre皿en1956，bes．S．74－98（》旧1he1山B㎝sset

㎜ddie日ieder㎝tdec㎞㎎dergem㎜isch㎝Ver－

9a㎎㎝beit《）．

41．＾．a．O．S．41．

42． ＾．a．O．S．42．

43．H．Luek㎝は《189一年秋に》ゲッティンゲンにやっ

てきた，そして彼が1894／95の冬学期のうちにはいった

Ger皿a皿iaでBousset，脆m1e並びにHoitm皿1orと友人に

なった（vg1．日．Luekon：Pauユ脆m1e zuo OedaclltIlis，

in胴。阯aBPau1Wem1e，uBBas61IIAe（Priwt－
dmck，S．8，higr：S．1）．1897年にLuekenは》Hichae1

《についての研究で，つまり》附皿6腕rSt811㎜g md

Ve rg1e ichung deI－j Od iscb6Il uI1d 皿。r96n1aIidisch－

christ1ich㎝Traditio血v㎝肘z㎝9e川ichao1《

（1898）でゲッティンゲン大学から神学得業上の学位

を与えられた．B㎝SSetの友人並びに弟子として彼はト

レルチとも知り合いになった（Bri6f Troe1ts曲s a皿

B㎝ssetv㎝5．8．1898，in：E．Di皿k1or一Ψ㎝Sch曲ert

（H9．）：厄mstTme1tsch．Bri6feausderMde1－

b6㎎erZeita皿πi1h81皿B㎝ss8t1894－1914，i皿：

脆ido1berg6r』ahr舳。11erXX（1976），S．19－52．

1956年阯ek㎝は《私はゲッティンゲンのGomani邑で宗

教史学派の初期をいかに体験したか》（Ψg1．H．S舳S－

tor［Hi8＾㎜40］，S．5）という重要なタイトルの下で

議漬した．

44．以下を参照．P．Hem1es autobiographisch㎝Bo－

richtin：E．Sta㎎e（皿9．）：DieRe1igio口洲iss8n－

scMtde“eg㎝”arti皿Se1bstd服ste11mgen，Bd．V，

L6ipzi91929，S．207－251：《…ゲッティンゲンでの私

の主たる収穫は』Oh㎜皿8S脆iBと冊1he1回B㎝SSet並び

に一般に後に宗教史学派の設立者となった人たちとの

結びっきであった… 私が最も刺激を受けたのはπi1－

be1n B㎝SSetであった．彼が出入りしていたゲ・ソティ

ンゲンの。6m㎜iaを通して私は彼に個人的に近づき，

まもなく心からなる友情によって結ばれた…計り知れ

ないほどの刺激を私は彼に生涯にわたって負うている

’．’ t（216f．）．■一一脆m1eは1894年の夏学期にゲッ

ティンゲンに来た．1894年6月29目にGer㎜皿i一に受け入

れられた．そのためには［＾㎜．43の様に］H．Luek8nの
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第27巻
翻訳Friedrich Wi1he1m Graf著：［エルンスト・トレルチのコ
神学得業士取得と教授資格取駕について

追悼文をも参照．トレルチから陥m1e宛の多数の手紙

の出版が準備されている．

45．H．Sch皿ster：HachmffOrHi1he1H8itm11erl

in：DioSc㎞arzbu㎎．皿㏄hschu1monatsschrift8（19

26），S．21ト216．

46．V91．』．ScMz［Hie＾㎜．37］，S．20，108

（》肘emdscb砒sverh砒nis《）md131．

47． ＾．a．O．S．89．

48． ＾．a．O．S．119．

49．＾．a．O．S．118．

50．A．a．O．S．105．

51．＾．a．O．S．124ff．；㎎1．H，Schust6r［HieA㎜．40］，

S．20．

52．J．Schu1z［刊ie＾㎜．37］，S．21A㎜、2．一一匹nokeの

過稿についての広範囲の研究はこれまで不成功に終わ

っている．同じことが彼の娘婿日．Heit皿O11erの遺稿に

関しても当てはまる．胞it皿。11erの道橋はこれまで公

的な文書においても証明されえなかったし，家族にお

いても保管されていない．

53．A．1，O．S．104．一一一日．Lueke口（Pau川em102㎜

0edacht皿is［Hie＾n皿．43］，S．1）もJ，Hei0は《ゲルマ

ニアの人たちの近くにいた》と報じている．

54．㎜．Schuster［Hie＾㎜．40］，S．44；vg1．J．Sch皿1z

［Hie＾㎜．37］，S．136．

55．田．胞帥i㎎［耐e＾m．29］，S．206．トレルチと

B㎝ss8tは1889／1890に皿ar1㎎のところで講義を聞いた

（337）．

56．＾．a．O．S1337．一一この報告の正しさはTh．脆ri㎎の

息子Theodor L．脆ri㎎にあてた1920．12．28のトレルチ

の未公開の葉書によって証される．

57． ＾．『．VeI－he皿1e：Hi1he1oI Bousset．L8b6皿 皿11d 日erk．

Ei一冊eo1ogi898schicht1icherV8rs㏄h，＾mst6rd－0

1973，S．11．

58．＾．日rede，Vor㎜rt，i皿：一．舳de：Vortrage㎜d

Studie皿，丁舳illgo皿1907，S．皿一XIV，hi帥：1V．

59．《Schu1tz氏によるトレルチ氏の業績についての報

告》，i口：Pers㎝a1akteEr皿stTr㏄工tsch，佃．4IIb㎜r．

gO舳O B1att19．一一一【omad von皿abe皿一皿によって

［市＾㎜．24］［附Th30（1970）］S．434公刊された

皿．o㎜ke1の得業上論文の《評論》一一一《ζれは報告

者の一人に由来していると思われる》一一一はO㎜ke1

自身に由来するのではなくて一一一《しかし6mke1自

身が自分を評価したということもしめだされえない》

一一一o．Scb皿1tzに由来する．このことを証明するのは

Sc阯zが旧約学者として竃定を求められるという箏実

の他に，トレルチの業績についての報告と6㎜ke1の学

位論文についての報告の間の書語的な近さ並びにとり

わけGmke1の報告書の下にある莉Sの略式書名である．

60．Troe1tsch［Hie＾㎜．13］，SP．282f．

61．Vg1．das》匝mdebuchder肺a㎎e1iscトTheo1o－

gischen Faku1tatΨ㎝1922《，これはゲッティンゲン

0）学部長のところに保存されている．§5》Promoti一

㎝e口《について（：S31f．）から，神学得業上並びに

神学博士の授与並びに教授資格取得の手続は1904．1O．

20からようやく固有の秩序によって規則化された一一

一プロイセンの文部省が1902年学部から学位授与の秩

序の構想の提示を要求した（vg1．auch A，Sachse［πie

 ＾㎜．8］S．230ff、）ので一一一ということが明らか

になる．

62． P．Daude ：皿ie Eechtsv6rha1tI1isse der Privat－

do鵬nt㎝．Zusa㎜enste11mgdera皿den口niΨer－

sitat㎝Deutsch1andsmdOesterr8ichs，s㎝ie㎜

dendeutschspmchigenunivGrsitateDderSch鵬iz

Oberdierec肘1icheSte11u㎎derPriv己tdoze皿ten

er1assene皿Bestimu㎎㎝．Nacbamt1ich6nQue116n，

Ber1i皿1896，S．75－84（》Die脆皿ig1icbeGeo㎎一

＾㎎皿st’s一皿回iversit銚zuG6tti㎎e皿《），hier：75．

一一一g．肋e1［日ie＾m12］，S．69は間違って1つの規約

について語っている．けれども個々の学部の場合にそ

の都度特別な教授資格取得が公布された．更に規約に

関しては《最初のドイツの大学（それ故にポンやヘル

リンに先立つ）としてのOeO㎎iO＾㎎凹Staにおいては教

授資格取得は今日の意味で取り入れられた》 （69）と

いう彼の主張は間違っている．F．D．E．SCb1eiemaCher

の》Ge109㎝t1iChe［n］06d㎜k6皿舳er口皿iWSit自一

ton i皿deutsch6皿Si皿鵬《（1808）の＾bscbnittW§1に

よって1816．10．31の《ヘルリン大学定款》が既に教授

資格取得と私議師についての規定を含んでいる．その

結果＾眈schは《1816年以来の教授資格手続の制度化》

について語っている（［ui8A㎜．2］，S．21ff．〕．

I．J耐r㎝の場合にも相応の説明が存在する．Die

Ste11㎜gderPrivatdoz8皿t6皿，旧8r1i皿1896，S．6ff．，並

びに皿．D．B㏄k：Stmkt山㎎eschichteder＾ssist6ntur．

P舳㎝a19ef09e，脆rt－mdZi81wrste11m98皿i皿

dord8山tscbe皿u皿iΨersitatdos19．㎜d20．Jah卜

hmderts（：Hiss㎝schafts舳80ri9一日issenscMts－

po1i舳一冊ss㎝sch舳sp1a㎜㎜g旧d．29），腕ssg1dorf

1972，S．31ff．一一一神学部の定款は以下の書物に発表

されている： 口．Ebe1（皿9．）：Die P「i¶i189ien md

a1tGsセenStatut㎝derGeor9一＾㎎usト阯Ψorsitat

2“舳i㎎e口，O舳i㎎㎝1961，S．84－111，bes．S．98ff．

63．P．D㎜de，8．a．0．S．75f．
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64・P・Da皿de，a－O．S75f   規約の写本がH皿e皿z

によってゲッティンゲン大学の資料保管所（＾z．：41I

／63）で発見された．有り緩いことに私は自由に利用さ

せてもらえた．

65．得業士討読と教授資格取得の許可のための説教者

インターン生エルンスト・トレルチの牢記警は次のも

のに含まれている：Pers㎝alakt6旧6＾㎜．59］，

㎜att22．

66．日．Eb81［市＾㎜．2］，S．7；刺．E．皿。㎜：ZurOe－

scbichtoderPri肌tdoze趾。n．Ei皿eSt凹di3，in：

Hitt8i1mgend帥Gese11sc五一ftfOrd㎝tsche肺一

zi曲uIlgs－1mdSch凹198sclIic肘8XI（1901〕，S．26－

70，md＾．帥scb［耐e＾㎜．2］），S21f．

67．腕9u1ati可…（皿＾G舳i㎎㎝［1ie＾㎜．64］），

§3．

68．更に口．肺e1［耐。＾皿n1］Tb7Nr，44ff．の報告をも

参照．

68a．規約の写本［耐ε＾㎜．64］において§5の構外に

次の追加の注がみられる：《今後，組織神学並びに実

践神学に対する私記師も許可される．ユ912年6月17日公

布．》P．＾舳a皿Sは1914年・真実，《組織神学》の教授

賞格を得た．

68b．大学通信の《個人の身上警》欄で，ドイツ並びに

外国の大学制度全体についての月刊の展望（趾Sg．一㎝

P．vo回S81wis七〇r9．冊1890／9王．Hr．6（26．脆rz1891），

S．17）が独特な方法で報告されている：《ゲ’ソティン

ゲンで故摂資格を与えられたもの1神学部では得葉土

トレルチは教義学で…》．

69．E．Troe1tsch，Gos㏄h［前6＾㎜．65］．

70．P8u1－scb㏄k舳：Roferat舳。rdio＾bbmd1㎜9

des胞皿di仙9HmstTme1tsch》V8m㎜ftmd
Off8口bar㎜9beiJo止㎜皿6帥丘㎜d㎜d脆1㎜c趾b㎝

《［uie＾㎜．59］，B1山20．

71．Ψem皿皿ft㎜dOffe曲ar㎜9bei』ohamG舳ard

㎜d脆1a口。趾h㎝．I㎜㎎㎜81－Disse市ti㎝zurEr－

1a皿8mgderLi㏄皿tiate㎜⑰rdeoit6o皿ehoi9㎜9

8i皿帥h㏄h舳rdigen舳OO1㎎iSCheH山1tatder

G00rgia＾皿即St＾舳uSgegebe口V㎝EmStTr0－

eユtsc止．60tti㎎o皿，Dr皿。kder皿皿i▼．一B皿。M川。kerei

Ψ㎝i．＾．皿皿舳，1891．一けれども一schackertの所見は少

なくとも283（恐らく手書きの）ぺ一ジを含んでいると

ころのトレルチのテキストに開係している．

72．P．Da皿d8 ［ii6＾m1．62］，S．77一一一グンケルの場

合にも学部に提出された得葉土論文の第1部だけが

》GOtt加ger LiC8皿ti砒en－DiSSertatiOn《として印

刷されている．一一彼の学位取得の論題と共に（以下参

照．』．皿e叩e1：脆r㎜㎜6㎜止eユs眈。heru皿dS舳rif－

te皿，in：皿．Schoi砒㈹9．）：E㏄baristerionlSt皿di㎝

竈皿ne工igi㎝m“itemturdes阯te口㎜Hem皿
Testa回e皿ts．脆m㎜nOmke12㎜60．G8bwtsta9，do皿

23．5．1922他rgobr㏄趾w㎝s8ine皿S舳1em㎜d

Fre㎜den，2．Tei1（害肌州丁36，Tei12），鰍ti㎎en1923，

S，214－225，hier：214）．

73．BriefTme1tschsandasOberko皿sistoriu岨
”011c1i…皿Ψo回2．7．1891，L岨＾NOrIlberg、一一一ドイツ書

籍販売業界の新刊書並びに継続書の月刊目録並びにド

イツ警籍販売業界のための相場表の付録（』g．1891．Nr．

6（6月），S．341）によれば，この害物は5月にドイツ書

籍組合の文献誤に到着した．

74．報．趾e1［耐。＾㎜．2］．，S．70に従っての引用．

75．P．脆皿d8［耐e＾m．62］，S．77．一一一けれどもブセ

ットの場合には学部はこの扱いに従わず，学位論文以

外に特別な教授資格取得請文を要求した．：《ブセッ

トによって提出された論文はその学問的な力量にもか

かわらず，その著者が解釈の方法をものにしているか

とうかを十分に提示しなかったので，学部は彼から特

別な教授資格取得議文を要求した》，とP舳㎝阯舳e

（Ψg1．＾．F．Verho皿18［Hi8＾㎜．57］，S．13）において言

われている、

76．E．Tme1tsch：学位授与並びに場合によっては起こ

り得る公開論争でのドイツ語の使用の許可の申請書

（in：［耐e＾㎜．59］，B1州23．一一一P．Daude，o．a．O．

S．77一一一は《トイツ語の許可はこれまで繰り返し願

い出られ，そして認められた》ことを示している．

77．H．肋e1［Hioム㎜．62］，S．1OOff．

78．日．肋61［口i8＾㎜．2］，S．70に従っての引用．

79． ＾．8．O．S，71．

80．P．肱皿de［前8A㎜．62］，S．77を参照．

81． 『．匝一io止e：BI’ief aIl d8回 u11iv8rsitさtsk11rator DI・．

v．Mer［ui8＾㎜．59］，趾出24．

82．C止r㎝ik…1890－91［Hi8＾㎜．16］，S．7．

83．P．Ts曲ackert［耐e＾㎜．70］．

84．H．S山1tz［資ie＾㎜．59］．

85．Troo1tso血，Oesuchdescand．帖eo1．呵．Troe1tsch

u皿Zu18ssm9肌d8日fOrdi8肺1㎜9mgdesLi鵬卜

ti市㎎剛esw㎎8schriobe皿㎝舳me皿smdm
舳i1i鮎i㎝，i皿：P8rs㎝a1山8［池＾㎜．59］，

Bhtt24．

［紙面の都合で原注86～124は省略］
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